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青森市障がい福祉計画第 5期計画策定における 

アンケート調査の実施について（案） 
 

１ 目的 

  青森市障がい福祉計画第 5 期計画（障がい児福祉計画を含む）策定に先立ち、障がいのあ

る方のニーズや意見を幅広く把握し、また、指定障害福祉サービス事業所等におけるサービ

スの提供体制を把握し、計画に反映させるための基礎資料とするためアンケート調査を実施

する。 

 

２ 対象者数及び調査方法 

(1) 障がい者等用 

    青森市に住所を有する身体障害者手帳、愛護手帳（療育手帳）、精神障害者保健福祉手帳

所持者のうち、年齢等を考慮し、手帳所持者数の割合で按分して無作為抽出した障がい者

及び障がい児（自ら回答や記載ができない方は、その方の保護者等の回答や記載でも可と

する）2,500 人に対し、郵送配布・郵送回収により実施する。 

手帳

区分 

手帳所持者数（H29.4.1 時点） 対象者数 

18 歳未満 
18 歳～65
歳未満 

65 歳以上 計 18 歳未満 
18 歳～65
歳未満 

65 歳以上 計 

身体 279 人 4,054人 8,544人 12,877 人 40 人 540 人 1,150人 1,730人 

愛護 548 人 1,935人 295 人 2,778人 70 人 260 人 40 人 370 人 

精神 62 人 2,200人 645 人 2,907人 10 人 300 人 90 人 400 人 

計 889 人 8,189人 9,484人 18,562 人 120 人 1,100人 1,280人 2,500人 

(2) 事業所用 

    青森市に住所を有する全ての指定障害福祉サービス事業所等を運営する 211 法人に対し、

メール配布・メール回収により実施する。 

区分 事業所数 法人数 

指定障害福祉サービス事業所等 394 129 

指定障害児福祉施設等（入所施設を除く） 48 24 

地域活動支援センター 9 7 

地域生活支援事業実施事業者（日中一時支援等） 60 51 

計 511 211 

 

３ 調査項目 

前回の第 4 期計画策定時に実施したアンケートは、サービスの種類ごとの利用実態やニー

ズを把握することを主な目的とする調査であったが、今回は、前回の調査項目に加え、成果

目標の設定やサービスの提供体制の確保を検討するために必要となる項目を追加する。 
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主な追加項目  

(1) 障がい者等用 

①成果目標の設定に関する項目 

・住まいや地域生活の意向 

・日中活動や就労 

②サービスの提供体制の確保の検討に関する項目 

・サービスの情報取得方法及び利用で困っていること 

・相談 

③自立支援給付等の円滑な実施に関する項目 

・外出や移動手段 

・権利擁護 

④障がい者等の現状を把握するための項目 

・対象者の健康状態 

・介護者の状況 

・暮らしやすさや将来の生活 

(2) 事業所用 

①成果目標の設定に関する項目 

・地域生活支援拠点の整備予定 

・地域生活への移行に係る取組 

・一般就労への移行に係る取組 

・重症心身障がい児の受入人数 

・医療的ケア児の受入人数 

②サービスの提供体制の確保の検討に関する項目 

・新たなサービスの実施意向 

③障がい者等の現状を把握するための項目 

・事業所の運営状況 

・定員増や新規参入が進まない理由 

※アンケート調査項目一覧は別紙のとおり 

 

４ 調査期日 

  平成 29 年 7 月 1 日 

 

５ 調査期間（予定） 

  平成 29 年 7 月 1 日～7月 25 日 



【別紙】

区分 番号 調査項目 追加 追加した理由

記入者
問１ 記入者

性別・年齢・家族など
問２ 年齢
問３ 性別
問４ 家族

健康状態・日常生活・介助など
問５ 健康状態 ○ 対象者の状態を把握するため追加
問６ 日常生活動作の状況

問７ 介護者の状況 △
介護等の実態をより詳しく把握するため
一部追加

問８ 身体障がい者手帳の等級
問９ 愛護手帳の等級
問10 精神障がい者保健福祉手帳の等級
問11 難病
問12 発達障がいの診断
問13 高次脳機能障がい
問14 医療的ケア

問15 現在の住まい

問16
（施設でくらしているかた、病院に入院し
ているかた）地域生活の意向

○
地域移行に向けた課題等を把握するため
追加

問17 障がい支援区分の認定の状況
問18 介護保険サービスの利用 ○ 対象者の状態を把握するため追加
問19 サービスの情報取得方法 ○ サービスの利用実態を把握するため追加

問20 サービスの利用状況、今後の利用動向 △
平成30年度から新設されるサービスを追
加

問21 サービスの利用で困っていること ○ サービスの利用実態を把握するため追加

問22 外出の頻度 ○
問23 外出時の同伴者 ○
問24 外出の目的 ○
問25 外出する手段 ○
問26 外出するときに困ること ○

問27 日中の過ごし方 ○

問28
（精神障がいのあるかたで自宅で過ごして
いるかた）自宅以外で過ごす場所

○

問29
（精神障がいのあるかた）
日中活動場所

○

問30 就労支援に必要なこと ○ 就労支援の課題を把握するため追加

問31 青森市は暮らしやすいまちか ○
問32 将来の生活に対する不安 ○

問33 悩みなどの相談先 ○
問34 緊急時の助け ○

問35 差別を受けたことがあるか ○
問36 差別を受けた場所や相談先など ○
問37 障がい者差別解消法を知っているか ○

問38
青森市障がいのある人もない人も共に生き
る社会づくり条例を知っているか

○

問39 差別がなくなるために必要な配慮や取組 ○

問40
障がい福祉サービスや行政の取組などにつ
いての意見

アンケート調査項目一覧（障がい者等用）

その他

障がいの状況

住まいや地域生活の意向

サービスの利用状況や今後の利用動向など

外出や移動手段

日中活動や就労

暮らしやすさや将来の生活

相談

権利擁護

社会参加や移動支援等について把握する
ため追加

精神障がいのあるかたの日中活動の現状
を把握するため追加

現状の満足度や将来の生活への不安を把
握するため追加

相談支援の課題を把握するため追加

障がいを理由とする差別の実態を把握す
るため追加
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区分 調査項目 追加 追加した理由

すべての事業所のかた

問１ 基本情報

(1)
事業所の概要（法人等の名称、事業所の名称
等）

(2) サービスの主な対象者

問２ 運営状況

(1) 年間収支状況 ○

(2) 職員の過不足 ○

(3) 職員定着のための取組 ○

(4) 改善したい課題 ○

(5) 行政等に望む支援 ○

問３ 利用者数及び今後の動向等

(1) 定員及び利用者数

(2)
利用者数の動向と今後提供を検討している
サービス

(3) 定員増や新規参入が進まない理由 ○
新たな事業へ参入する際の課題
を把握するため追加

(4)
平成30年4月からの新たなサービスの実施意
向

○
新たなサービスの実施意向を把
握するため追加

(5) 地域生活支援拠点の整備予定 ○
地域生活支援拠点の整備意向を
把握するため追加

障害者支援施設のかた

問４ 地域生活への移行

(1) 退所人数（死亡を除く）

(2) 退所見込み者数（死亡を除く）

(3) 利用者への動機付け ○

(4) 家族への働きかけ ○

(5) 地域移行に必要な条件 ○

就労移行、就労継続、生活介護及び自立訓練の事業所のかた

問５ 一般就労への移行

(1) 一般就労人数

(2) 一般就労見込み者数

(3) 利用者への動機付け ○

(4) 家族への働きかけ ○

障害児通所支援及び障害児相談支援事業所のかた

問６ 重症心身障がい児の受け入れ

(1) 重症心身障がい児受入人数 ○

(2) 重症心身障がい児受入見込み人数 ○

問７ 医療的ケア児の受け入れ

(1) 医療的ケア児の受入人数 ○

(2) 医療的ケア児の受入見込み人数 ○

問８
障害福祉サービスや行政の取組などについて
の意見

アンケート調査項目一覧（事業所用）

その他

番号

事業所の運営状況を把握するた
め追加

施設入所者の地域移行を進める
ための取組を把握するため追加

福祉施設から一般就労への移行
を進めるための取組を把握する
ため追加

重症心身障がい児の受け入れを
把握するため追加

医療的ケア児の受け入れを把握
するため追加
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